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発炎筒の使いかた
故障や事故などで緊急停車したと
き、周囲に危険を知らせるために
使います。

①助手席足元部のホルダーから発炎
筒を外します。

発炎筒
TCA0157Z

②本体を回しながらケースから引き
抜きます。

TCA0158Z

③点火部をケースのすり薬でこすっ
て点火します。

TCA0159Z

！  警告
●お子さまには触らせないでくださ
い。いたずらなどで発火するおそれ
があり危険です。

●可燃物の近くで使わないでくださ
い。引火する危険があります。

●点火は必ず車外で行い、点火後は顔
や身体に近づけないでください。や
けどをする危険があります。

●トンネル内では使わないでくださ
い。煙で視界が悪くなり、他車の走
行の妨げとなり事故をまねくおそれ
があります。このときは非常点滅表
示灯を使ってください。

 知識
●点火後は約5分間燃え続けます。
●発炎筒に記載してある使用方法、注意を
あらかじめ確認しておいてください。

●発炎筒には有効期限があります。期限が
切れる前に日産販売会社でお買い求めく
ださい。

発炎筒の使いかた



217

車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

！ 

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

路上で故障したときは
必ず安全な場所に車を退避させ、
非常点滅表示灯などで後続車に危
険を知らせてください。
安全な場所に退避できないときは、
発炎筒（ P.216）で後続車に危
険を知らせてください。

■路上で故障したとき
①車を路肩などに止め、非常点滅表
示灯を点滅させます。

②高速道路や自動車専用道路では、
車の後方に停止表示板又は停止表
示灯を置きます。

TCA0210Z

TCA0211Z

④安全を確保後、救援を頼みます。

 知識
●高速道路や自動車専用道路では、停止
表示板（停止表示灯）の表示が法律で
義務づけられています。

③全員車から降り、ガードレールの
外など安全な場所に、すみやかに
避難してください。

■エンストしたとき
①あわてずエンジンをかけ直してみ
ます。

②エンジンがかからないときは、付
近の人に救援を求めて、車を押し
てもらい、安全な場所に移動して
ください。このときオートマチッ
ク車はセレクトレバーをNに、マ
ニュアル車はシフトレバーをNに
してください。

TCA0551Z

③安全な場所に移動後、救援を頼み
ます。

！  注意
●エンジンが止まると、ブレーキやパ
ワーステアリングの倍力装置が働か
なくなるため、極度にブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作力
が重くなりますので注意してくださ
い。

■踏み切りで出られないとき
①ただちに踏み切りの非常ボタンを
押してください。

②発炎筒で一刻も早く列車に知らせ
てください。

TCA0212Z

路上で故障したときは
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けん引するときは
車が動かなかったり、異常な音が
するときは、けん引せずに日産販
売会社へご連絡ください。
けん引が必要なときは、できるだ
け日産販売会社、又は専門業者に
依頼してください。

JAFの営業所一覧…メンテナンス
ノート「サービス網について」をお
読みください。

他車にけん引してもらうとき

！  注意
●けん引してもらうときは、キース
イッチ（イグニッションノブ）を
LOCKにしないでください。ハンド
ルがロックされ操作ができなくなり
危険です。

●エンジンが停止していると、ブレー
キやパワーステアリングの倍力装置
が働かなくなるため、極度にブレー
キの効きが悪くなったり、ハンドル
操作力が重くなりますので注意して
ください。

●長い下り坂では、ブレーキが過熱し
て効かなくなり、事故につながるお
それがあります。このような場所で
けん引するときは、レッカー車で引
いてもらってください。

● 4WD車はけん引してもらう場合、
必ず4WD MODEスイッチを2WD
又はAUTOに切り替えてください。
LOCKモードのままけん引すると、
思わぬ事故や故障につながるおそれ
があります。

！  注意
● 4WD車はトレーラーに4輪車載す
るか、4輪接地の状態でけん引して
もらってください。2輪を上げた状
態でけん引すると、上げた車輪が回
転して、思わぬ事故や故障につなが
るおそれがあります。

● VDC付車の前輪を上げてけん引す
るときは、キースイッチ（イグニッ
ションノブ）をONにしないでくだ
さい｡VDCが作動しブレーキがかか
ることがあります。

●インテリジェントキー付車はイグ
ニッションノブがLOCKの位置で
バッテリーがあがると、ステアリン
グロックの解除ができなくなるた
め、このままの状態でけん引しない
でください。けん引するときは救援
車のバッテリーとつなぎ、イグニッ
ションノブを回してステアリング
ロックを解除し、ハンドル操作がで
きる状態で行ってください。また、
けん引中はイグニッションノブを
LOCKの位置にしないでください。
ハンドル操作ができなくなり危険で
す。

 アドバイス
●けん引してもらうときは、速度30km/h
以下、距離30km以内にしてください。
高速走行や長距離走行をすると、トラン
スアクスルが破損することがあります。
できるだけレッカー車、又はトレーラー
を依頼してください。

●けん引ロープはできるだけソフトロープ
を使い、バンパーに傷をつけないように
注意してください。

けん引するときは
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⑤ロープ中央に30cm×30cm以上の
白い布を必ず取り付けます。

5m以内

25m以内

TSA2438Z

⑥エンジンをかけられるときはエン
ジンをかけ、オートマチック車は
セレクトレバーをNに、マニュア
ル車はシフトレバーをNにします。

Acc

ON

ECE0142Z

③けん引フックをホイールナットレ
ンチを用いて確実に取り付けます。
工具…P.234

ESH0476Z

④自車及び他車のけん引フックに
ロープを掛けます。

！  注意
●指定以外のフックは絶対に使わない
でください。フック部が破損するお
それがあります。

 アドバイス
●ロープを掛けるときは、できるだけ同じ
側で水平になるように掛けてください。

①4WD車は2WDに切り替えてくだ
さい。

ALL MODE4×4…P.159

！  注意
● 4WD車で2WDに切り替わらないと
きは、4輪車載をしてください。

②カバーの溝にマイナスドライバー
のような先の細いお手持ちの工具
を差し込み、カバーを外します。

ESH0475Z

 アドバイス
●工具に布などをあてながら外してくださ
い。車体に傷をつけるおそれがあります。

！  注意
●エンジンをかけられないときは、
キースイッチ（イグニッションノブ）
をAcc又はONにしてください。

けん引するときは
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⑦パーキングブレーキを解除します。
⑧けん引中はロープをたるませない
ように、前の車の制動灯に注意し
てください。

TCC0130Z

※使い終わったら、けん引フックを
取り付けた逆の手順で取り外しま
す。

後ろのけん引フックにロープを掛
けます。

ESH0477Z

自車でけん引するとき

！  注意
●指定以外のフックは絶対に使わない
でください。また、自車より重い車
のけん引は避けてください。フック
部が破損したり、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。 車両重量は
自動車検査証で確認してください。

 アドバイス
●トレーラーなどで輸送するときは、車両
下側のスロット穴とタイダウンフックを
使い固定してください。

〈
�
�
�
�
�
〉

〈
�
�
�
�
�
〉

フ
ロ
ン
ト
側

リ

ヤ

側

スロット穴タイダウンフック
ESH0627Z

●船舶輸送時は、フロントとリヤのけん引
フックを使い固定してください。

けん引するときは
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オーバーヒートしたときは

TCA0214Z

ZCE0519

④冷却水が不足しているときは、ラ
ジエーター（ P.249、250、251）
とガソリン車はリザーバータンク
（ P.249、250）、ディーゼル車
は加圧式ラジエーターリザーバー
タンク（ P.251）に冷却水（
P.247）を補充してください。

 アドバイス
●応急的に水だけを補充したときは、でき
るだけ早くエンジンクーラントを交換し
てください。

⑤走行中、再度水温計がオーバーヒー
トの範囲を示したときは、①～④
の作業を繰り返し行ってください。

⑥早めに日産販売会社で点検を受け
てください。

次のようなときは、オーバーヒー
トです。
●水温計がオーバーヒートの範囲
を示したとき。（ P.88）

●エンジンルームのすき間から蒸
気が出ているとき。

！  警告
●エンジンルーム内は高温になってい
るため、エンジンフードを開けると
きは十分に注意してください。やけ
どなど重大な傷害につながるおそれ
があります。

●エンジンが十分に冷えていないとき
は、ラジエーターやリザーバータン
ク（ディーゼル車は加圧式ラジエー
ターリザーバータンク）のキャップ
を外さないでください。蒸気や熱湯
が噴き出し、やけどなど重大な傷害
につながるおそれがあります。

■処置のしかた
①ただちに安全な場所に停車します。
②エンジンをかけたままエンジン
フードを開け、風通しをよくして
エンジンを冷やします。
万一、冷却ファンが回っていない
ときは、ただちにエンジンを止め、
自然冷却してください。

！  警告
●蒸気が出ているときは、エンジン
フードを開けないでください。やけ
どなど重大な傷害につながるおそれ
があります。
エンジンを止め蒸気が出なくなるま
で待ち、エンジンフードを開けてく
ださい。

③水温計がオーバーヒートの範囲よ
り下がったら、エンジンを止めし
ばらく待ちます。
エンジンが十分冷えてから冷却水
の量、ホースなどからの水漏れを
点検してください。

オーバーヒートしたときは
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バッテリーがあがったときは
次のようなときは、バッテリーあ
がりです。
●スターターが回らないか、回っ
ても回転が弱くエンジンがかか
らないとき。

●ライトがいつもより極端に暗い
とき。

●ホーンの音が小さい、又は鳴ら
ないとき。

■処置のしかた
12V（ボルト）バッテリー仕様の
救援車を依頼し、ブースターケー
ブル（別売り）をつなぎ始動して
ください。

①キースイッチ（イグニッションノ
ブ）をLOCKに戻します。

②ブースターケーブルを次の順番で
つなぎます。

1本目
❶自車（あがった）バッテリーの＋端子
❷救援車（正常な）バッテリーの＋端子
2本目
❸救援車（正常な）バッテリーの－端子
❹自車のエンジン本体（バッテリー
から離れたステーなど）

！  警告
●ブースターケーブルをつなぐとき
は、以下のことを必ず守ってくださ
い。火花が発生し、バッテリーから
発生する可燃性ガスに引火して爆発
し、やけどなど重大な傷害につなが
るおそれがあります。
・ブースターケーブルを正しい順番
と位置でつなぐ。
・ブースターケーブルを自車バッテ
リーの－端子に直接つながない。
・ブースターケーブルの＋端子と
－端子を接触させない。

－

－

������エンジン搭載車

������エンジン搭載車 ���エンジン搭載車

ZCE0394

バッテリーがあがったときは
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③救援車のエンジンを始動し、エン
ジン回転数を少し高めにします。

④自車のエンジンをかけます。
・エンジンをかけるときは、ヘッド
ランプやエアコンなどはOFFにし
てください。

・エンジンが始動しても、しばらく
エアコンやオーディオを使わない
でください。

 アドバイス
●インテリジェントキー付車は、スター
ターが回ってもエンジンが始動できない
場合には、一旦イグニッションノブを
Acc又は（OFF）に戻し、10秒以上待っ
てから再始動してください。

⑤ブースターケーブルをつないだと
きと逆の順番で外します。

⑥早めに日産販売会社で点検を受け
てください。

！  警告
●バッテリーを充電するときは換気を
十分行い、火気は近づけないでくだ
さい。バッテリーから発生する可燃
性ガスに引火して爆発するおそれが
あります。

●バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。万一、付着したときは、すぐに
多量の水で洗浄し、飲み込んだとき
は多量の水を飲んで応急処置をした
あと、医師の診療を受けてください。

！  注意
●ブースターケーブルのワニグチク
リップは、車体に触れたり、他のワ
ニグチクリップと接触しないように
注意してください。

●ブースターケーブルは、エンジン始
動時の振動で外れたりしないよう
に、確実につないでください。

●ブースターケーブルをつなぐときや
外すときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まないように注意してくださ
い。

 アドバイス
●押しがけでの始動はできません。
●バッテリーはお客さまの車に適合した日
産純正部品をおすすめします。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

●インテリジェントキー付車はバッテリー
があがるとステアリングロックの解除が
行えず、イグニッションノブを回せなく
なります。すみやかにバッテリーを充電
してください。

● M9Rエンジン搭載車のバッテリーの－
端子を外すときは、イグニッションノブ
をOFFにして、4分以上経過してから外
してください。

バッテリーがあがったときは



224 225

車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

！ 

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

ヒューズを点検・交換するときは
ランプがつかないときや電気系統
の装置が作動しないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。
故障の状況から、関係するヒュー
ズの位置を確認してください。

■ヒューズボックスの位置
ヒューズボックスは運転席足元と
エンジンルームにあります。
運転席足元

ヒューズ抜き

ESH0478Z

エンジンルーム
エアダクト（外気導入側）の下に2
箇所あります。
エアダクトの外しかた…P.252

ESH0479Z

TSD0302Z

■ヒューズの位置
●ヒューズボックスのふたの裏側又
は横に表示してあります。

●車種により、付いていないヒュー
ズがあります。

■ヒューズの交換のしかた
①キースイッチ（イグニッションノ
ブ）をLOCKにします。

②ヒューズボックスのふたを開けま
す。

③ヒューズ抜きをヒューズに差し込
んで引き抜き、ヒューズが切れて
いないか確認します。

④ヒューズが切れているときは、同
じ容量のヒューズと交換します。

正�常 ヒューズ切れ

TCA0169Z

ヒューズを点検・交換するときは



224 225

車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

！ 

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

！  警告
●規定容量以外のヒューズや、ヒュー
ズの代わりに針金、銀紙などは絶対
に使わないでください。配線などが
過熱、焼損し、火災につながるおそ
れがあります。

 アドバイス
●交換してもヒューズが切れるときは、日
産販売会社で点検を受けてください。

●ヒューズを交換したときは、確実に差し
込まれていることを確認してください。

 知識
●エンジンルーム内のヒューズを交換する
ときは、日産販売会社にご相談ください。

ヒューズを点検・交換するときは
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電球（バルブ）を交換するときは
外装ランプが点灯しないときは、
バルブ切れが考えられます。バル
ブを点検し、切れているときは交
換してください。

●バルブの交換作業が不慣れな方や
部品の破損などが心配な方は、日
産販売会社にご相談ください。

■外装ランプの位置

ZCE0481

●以下のバルブが点灯しないときは、
日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。
・前照灯（キセノンヘッドランプ★）
・ハイマウントストップランプ
・制動灯／尾灯

！  警告
●キセノンヘッドランプは点灯時高電
圧になります。感電防止のため、ラ
ンプの脱着、バルブの交換は絶対に
行わないでください。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

■バルブの外しかた
各バルブ（前照灯〔ハロゲンヘッ
ドランプ★〕、フォグランプ★、ドラ
イビングランプ〔ハイビーム〕★を
除く）をソケットから外すときは、
バルブを持ち、引き抜きます。

バルブ

ソケット
ESH0655Z

電球（バルブ）を交換するときは
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■バルブ交換のしかた
●交換をする前にバッテリーの－端
子を外してください。

●指定された容量のバルブ（ P.248）
に交換してください。

●交換したあとは、点灯することを
確認してください。
点灯しない場合は、日産販売会社
で点検を受けてください。

！  注意
●バルブの交換は、エンジンルームや
バルブが冷えた状態で行ってくださ
い。やけどをするおそれがあります。

●バルブ交換をするときは、軍手など
を着用して作業してください。

●ステーなどの端で指や腕をケガしな
いように十分注意してください。

 アドバイス
●外した部品は確実に取り付けてくださ
い。水が入り故障の原因になるおそれが
あります。

●バルブに油が付着したときは柔らかい布
などでふき取ってください。また、素手
でガラス部分に触れないでください。バ
ルブの寿命が短くなったりバルブが破損
するおそれがあります。

●ハロゲンヘッドランプのバルブは、バル
ブ内の圧力が高く、落としたりすると破
損してガラスが飛び散ることがありま
す。取り扱いには十分注意してください。

● M9Rエンジン搭載車はバッテリーの－
端子を外すときは、イグニッションノブ
をOFFにして、4分以上経過してから外
してください。

車幅灯
①エンジンフード（ P.47）を開け
ます。

・助手席側のバルブを交換する場合
は、 エ ア ダ ク ト を 外 し ま す。
（ P.252）
②ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを引き抜いて交換
します。

ZCE0482

③取り外したときと逆の手順でソ
ケットを取り付けます。

電球（バルブ）を交換するときは
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前照灯（ハロゲンヘッドランプ★）
ロービーム
①エンジンフード（ P.49）を開け
ます。

・助手席側のバルブを交換する場合
は、エアダクトを外します。（
P.252）

②バックカバーを反時計回りに回し
て外します。

③コネクターを外してからバルブを
反時計回りに回して引き抜き、交
換します。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

 アドバイス
●バックカバーは確実にはめ込まれている
ことを確認してください。ヘッドランプ
内に水が入るおそれがあります。

ハイビーム
①エンジンフード（ P.49）を開け
ます。

・助手席側のバルブを交換する場合
は、エアダクトを外します。（
P.252）

②バックカバーを反時計回りに回し
て外し、端子を引き抜きます。

③リテーニングスプリングを外し、
バルブを交換します。

・丸くなっている箇所を指で押しな
がら上方にずらすとロックが外れ
ます。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

 アドバイス
●リテーニングスプリングは必ず固定され
たことを確認してください。

●バックカバーは確実にはめ込まれている
ことを確認してください。ヘッドランプ
内に水が入るおそれがあります。

ZCE0483

ZCE0484

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

電球（バルブ）を交換するときは
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③取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

方向指示器兼非常点滅表示灯（前面）
①エンジンフード（ P.49）を開け
ます。

②ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

ESH0485Z

フォグランプ★

①お手持ちの工具（トルクス）でネ
ジを外します。

②フェンダープロテクターの前側を
めくり、作業スペースを確保しま
す。

ZCE0593

③コネクターを外してからバルブを
反時計回りに回して引き抜き、交
換します。

ZCE0059

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

電球（バルブ）を交換するときは
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方向指示器兼非常点滅表示灯（後面）
①バックドア（ P.44）を開けます。
②お手持ちの工具を使ってボルトを
外し、ランプを車両後方の斜め上
方向に引いて外します。

ZCE0485

③交換したいバルブのソケットを反
時計回りに回して引き抜き、バル
ブを交換します。

ZCE0486

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

方向指示器兼非常点滅表示灯（側面）
①レンズを車両前方又は車両後方の
スライドする方向に押しながら車
両外側に引き抜きます。

ESG0752Z

 アドバイス
●無理に力を加えないで下さい。破損する
おそれがあります。

③取り外したときと逆の手順でソ
ケットを取り付けます。

④レンズのクリップ側から差し込み、
レンズを押し込んで取り付けます。

ESG0754Z

ESG0753Z

②ソケットを反時計回りに回して引
き抜きます。
ソケットがフェンダー内に落ちな
いようにテープなどで車体に貼り
付け、バルブを交換します。

電球（バルブ）を交換するときは
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後退灯
①リヤバンパーのクリップをお手持
ちの工具を使って外します。

取り付けるとき取り外すとき

クリップ

ESH0488Z

②リヤバンパーを下に引きながらソ
ケットを反時計回りに回して引き
抜き、バルブを交換します。

ESH0489Z

 アドバイス
●リヤバンパーを必要以上にめくらないで
ください。変形するおそれがあります。

③取り外したときと逆の手順でソ
ケットを取り付けます。

④リヤバンパーのクリップを取り付
けます。

・ロックが解除された状態で取り付
け、指でロックを押し込みます。

ドライビングランプ（ハイビーム）★

①お手持ちの工具をすき間に差し込
み、ドライビングランプ側のルー
フレールのカバーを取り外します。

ESH0490Z

 アドバイス
●ルーフレールに傷をつけるおそれがある
ため、工具にガムテープやビニールテー
プを巻いて外してください。

②ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、コネクターを外してバル
ブを交換します。

ESH0491Z

③取り外した逆の手順で取り付けま
す。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

電球（バルブ）を交換するときは
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番号灯
①レンズを左側に押しながら下側に
引き抜きます。

ESH0492Z

③取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

②ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

ESH0493Z

電球（バルブ）を交換するときは
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燃料切れしたときは（ディーゼル車）
燃料補給後、以下の操作を行い、
燃料系統内のエア抜きを行ってく
ださい。

①エンジンルーム内にあるプライミ
ングポンプを操作力が重くなるま
で繰り返し握ります。

プライミング
ポンプ

ZCE0058

 アドバイス
●左記の操作を繰り返し行ってもエンジン
がかからないときは日産販売会社で点検
を受けてください。

●エンジンをかけるとき、イグニッション
ノブをSTART位置で30秒以上保持しな
いでください。バッテリーあがりやス
ターターが故障する原因になります。

●エンジンがかからないときは、イグニッ
ションノブをAcc又は（OFF）に戻し、
20秒以上待ってから再始動してくださ
い。

プライミングポンプの位置…P.251
②エンジンを始動します。
●エンジン始動後、エンジン回転数
が不安定なときは、1～２回空吹か
ししてください。
エンジンのかけかた…P.148

③エンジンが始動しないときは①と
②の操作を繰り返し行ってくださ
い。

燃料切れしたときは（ディーゼル車）
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工具・ジャッキ・スペアタイヤについて

●工具、ジャッキ、スペアタイヤは、
ラゲッジルームに格納されていま
す。

ジャッキハンドル兼
ホイールナットレンチ

ジャッキ
ハンドルバー

ジャッキ

フロント
けん引フックスペアタイヤ

ESH0494Z

格納場所 ！  注意
●工具、ジャッキ、スペアタイヤを使っ
たあとは、元の場所に格納してくだ
さい。車内に放置すると思わぬ事故
につながるおそれがあります。

 知識
●停止表示板（停止表示灯）、輪止めは標
準で搭載されておりませんので必要に応
じて準備してください。

●工 具 の 種 類 や ジ ャ ッ キ、 発 炎 筒
（ P.216）などは、万一のときに困ら
ないようにあらかじめ位置を確認してお
いてください。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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スペアタイヤについて

スペアタイヤは応急用タイヤを搭
載してあります。
タイヤがパンクしたときに、応急
用として一時的に使うタイヤです。

！  注意
●スペアタイヤの空気圧はときどき点
検してください。また、年に一度は
タイヤエアゲージを使用してタイヤ
空気圧が適正であるか点検してくだ
さい。長期間放置すると空気圧が減
り、万一のとき使用できないことが
あります。
スペアタイヤの空気圧は420kPa
（4.2kg/cm2）です。
●タイヤはゴム製品のため、徐々に劣
化します。安全を確保するため、5
～7年を目安に必ず点検を受けてく
ださい。点検については日産販売会
社にご相談ください。

●スペアタイヤを取り付けたときは、
タイヤ接地部のたわみを確認してく
ださい。たわみが大きいときは空気
圧が不足しています。すみやかに空
気圧を調整してください。
空気圧が不足したまま走行すると、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

！  注意
●間違った使いかたをすると、思わぬ
事故につながるおそれがありますの
で、次のことをお守りください。
・スペアタイヤ及びホイールはこの
車専用です。他車のスペアタイヤ
を使ったり、他車に使わないでく
ださい。
・スペアタイヤに交換したときは、

100km/h以下で走行してくださ
い。
・スペアタイヤには、タイヤチェー
ンは取り付けられません。雪道、
凍結路で前輪がパンクしたとき
は、スペアタイヤを前輪に使わず、
後輪に付け、外した後輪を前輪に
取り付けてください。
・スペアタイヤに交換したときは、
できるだけ早く標準タイヤに戻し
てください。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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ジャッキアップのしかた

！  警告
●ジャッキアップしたときは絶対に車
両の下に入らないでください。
ジャッキが外れると、重大な傷害に
つながるおそれがあり非常に危険で
す。

●ジャッキアップ中は、エンジンを始
動しないでください。車が発進し、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

！  注意
●ジャッキを使うときは、次のことを
必ず守ってください。
・ジャッキは必ず車載されたものを
使い、他車のジャッキは使わない
でください。また、車載された
ジャッキは他車に使わないでくだ
さい。
・ジャッキはタイヤ交換又はタイヤ
チェーンの脱着以外には使わない
でください。
・平坦で硬いところに駐車して作業
してください。
・使用前にパーキングブレーキをか
け、オートマチック車はセレクト
レバーをPに、マニュアル車はシ
フトレバーをRにしてください。
・輪止めなどで車を固定してくださ
い。
・ジャッキの上下に台やブロックな
どを入れないでください。
・人や荷物は必ず車から降ろしてく
ださい。

ESH0495Z

■スペアタイヤの取り出しかた
①ラゲッジアンダートレイを取り外
します。
脱着のしかた…P.194

②スペアタイヤの上に載っているも
のを取り出します。

③タイヤを固定しているクランプを
ゆるめてタイヤを取り出します。

※スペアタイヤを格納するときは、
取り出したときと逆の手順で行っ
てください。

 アドバイス
●スペアタイヤはクランプでしっかりと固
定してください。ゆるんでいると、走行
の妨げになります。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて



236 237

車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

！ 

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

■ジャッキハンドルのセットの
しかた

●ジャッキにジャッキハンドルバー
とジャッキハンドルをセットしま
す。
格納場所…P.234

ジャッキハンドルバー

ジャッキ
ハンドル

TCA0171Z

 アドバイス
●ジャッキハンドルバーは、確実にジャッ
キハンドルの穴に差し込んでください。

■ジャッキアップのしかた
交通の妨げにならず、安全に作業
ができる地面（平坦な硬い場所）
に停車し、人や荷物を車から降ろ
します。

！  注意
●やわらかい地面の上では行わないで
ください。ジャッキが倒れ、事故に
つながるおそれがあります。

①パーキングブレーキをかけ、オー
トマチック車はセレクトレバーを
Pにし、エンジンを止めます。マ
ニュアル車はエンジンを止めてか
らシフトレバーをRにします。

TCA0553Z

②ジャッキをかける位置と対角線の
位置にあるタイヤに輪止めをしま
す。

・輪止めは、前輪をジャッキアップ
するときは後輪の後ろ側、後輪を
ジャッキアップするときは前輪の
前側に置きます。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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 アドバイス
●ジャッキアップポイント以外の所には
ジャッキをかけないでください。車体が
変形するおそれがあります。

④ジャッキハンドルを回して、タイ
ヤと地面が少し離れるまで、ジャッ
キアップします。

TSA5033Z

！  注意
●ジャッキハンドルを回すときは、
ジャッキハンドルバーを手でしっか
り握って回してください。回転中に
外れると、思わぬケガをするおそれ
があります。

ジャッキアップポイント

ジャッキアップ
ポイント

TSH0071Z

輪止め

対角線

TSA2453Z

！  注意
●やむを得ず傾斜地で作業する場合
は、ジャッキをかける位置と対角線
の位置にあるタイヤの下り側に輪止
めをし、車が動き出さないようにし
てください。

 知識
●輪止めは標準で搭載されていませんので
必要に応じて準備してください。なお、
輪止めはタイヤを固定できる大きさの
石、木片などで代用できます。

③ジャッキを手で回し、ジャッキの
溝がジャッキアップポイントの中
央に入るまで上げます。

TSA5032Z

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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パンクしたときは

TSA5032Z

 アドバイス
●スペアタイヤを置くときは、ラベル
貼付側を上にしてください。

②ジャッキをセットします。
・ジャッキを手で回し、ジャッキの
溝がジャッキアップポイント
（ P.238）の中央に入るまで上げ
ます。

・スペアタイヤをジャッキ近くの車
体の下に置きます。

TCA0553Z

タイヤ交換のしかた

！  注意
●タイヤ交換をするときは、軍手など
を着用して作業してください。
走行直後はホイールナットが熱いた
め、やけどやケガをするおそれがあ
ります。

①交通の妨げにならず、安全に作業
ができる地面（平坦な硬い場所）
に停車します。

・人や荷物を降ろします。
・必要に応じて、非常点滅表示灯を
点滅させ、停止表示板（又は停止
表示灯）を置きます。

・工具、ジャッキやスペアタイヤを
取り出します。
ジャッキアップのしかた…P.236
スペアタイヤの取り出しかた…
P.236

パンクしたときは
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！  注意
●ジャッキハンドルを回すときは、
ジャッキハンドルバーを手でしっか
り握って回してください。回転中に
外れると、思わぬケガをするおそれ
があります。

TSA1464Z

TCE0093Z

 アドバイス
●タイヤを接地状態にして行います。

④ジャッキハンドルを回して、タイ
ヤと地面が少し離れるまでジャッ
キアップします。

TSA5033Z

！  注意
●取付面が汚れていると、走行中に
ナットがゆるみタイヤが外れるおそ
れがあります。

●応急用タイヤは、ラベル貼付側が外
側になるように取り付けてくださ
い。逆に付けると他の部品と当たり、
思わぬ故障につながるおそれがあり
ます。

 アドバイス
●タイヤを地面に置くときは、ホイー
ル表面を上にして置いてください。

⑥ハブの取付面とホイール裏側の取
付面を布でよくふき、スペアタイ
ヤを取り付けます。

⑤ナットを外し、パンクしたタイヤ
を外して車体の下に置きます。

③ホイールナットレンチで、全ての
ナットを反時計回りに約1回転ゆる
めます。

TCA0555Z

パンクしたときは
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⑨ジャッキを下げます。
さらにナットを⑧の締め付け順序
で十分に締め付けます。
●ホイールナット締め付けトルク
　108N・m（11kg・m）

TCA0181Z
！  警告
●ナットを取り付けるときは、ナット
やボルトにオイルやグリースなどを
塗らないでください。走行中にナッ
トがゆるみ、タイヤが外れるおそれ
があります。

⑧ナットを、図の順序で2～3回に分
けて締め付けます。

TCA0556Z

締め付け順序

！  注意
●ジャッキを下げるときは、ジャッキ
ハンドルとジャッキハンドルバーを
両手でしっかり握って回してくださ
い。回転中に外れると、思わぬケガ
をするおそれがあります。

 アドバイス
●ホイールナットレンチを足で踏んで
回したり、パイプなどを使って必要
以上に締め付けないでください。ボ
ルトが折れるおそれがあります。

⑦ナットのテーパー部が、ホイール
穴のシート部に軽く当たるくらい
まで、時計回りに回して締め付け
ます。

シート部

テーパー部

TSB0368Z

パンクしたときは
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⑩パンクしたタイヤや使用した工具、
ジャッキなどをラゲッジルームに
格納します。

！  注意
●タイヤを取り付けてしばらく走行し
たあと、ナットのゆるみや車体の振
動などの異常がないか確認してくだ
さい。

 アドバイス
●応急用タイヤには、ホイールカバー
は取り付けられません。

●応急用タイヤは、すぐに標準タイヤ
に戻してください。

●パンクしたタイヤをスペアタイヤ格
納部に入れると、クランプは取り付
けられません。また、ラゲッジルー
ムのボードが持ち上がった状態とな
ります。

●標準タイヤにホイールカバーを取り
付けるときは、エアバルブの位置を
合わせてください。

TCA0480Z

パンクしたときは
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事故がおきたときは
　あわてずに次の処置をしてください。

1続発事故の防止
他の交通の妨げにならないよう
な安全な場所に車を移動させ、
エンジンを止めます。

2負傷者の救護
負傷者がいる場合は、医師・救
急車が到着するまでの間、可能
な応急手当を行います。

3警察への届け出
事故が発生した場所、状況、負
傷者や負傷の程度などを連絡し
ます。

4相手方の確認とメモ
相手方の氏名、住所、電話番号
などを確認してメモします。
同時に事故状況もメモしておい
てください。

5販売会社と保険会社への連絡
ご購入された販売会社と加入の
保険会社へ連絡をします。

事故がおきたときは
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